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   警告 :危険場所では充電を行わないで下さい。 

PT0-1180 

使用方法

1. 電源の入れ方 
ブザーがピッと鳴るまで[POWER]スイッチを押し 

続けます。 

電源が投入され、初期動作の後、検知モードに 

なります。 

 

2. エア校正の仕方 
『ADJ～RELEASE』表示になるまで[AIR]スイッチを 

押し続けます。 

ガス濃度表示がゼロ(酸素は２０．９vol%)になります。 

3. 検知の仕方 
テーパノズルを検知場所に向け、ＬＣＤ表示部の 

ガス濃度表示を読取って下さい。 

 

４． 警報の解除/確認の仕方 
[RESET/SILENCE]スイッチを押すことで、警報の 

解除/確認が出来ます。 

操作例 
・ガス濃度表示が警報設定値以上の時は、ブザーの鳴動が停止し、
警報ランプの作動は継続します。 

・ガス濃度表示が警報設定値未満の時は、ブザーの鳴動が停止し、
警報ランプの作動が停止します。 

 

５．電源の切り方 
ブザーがピッピッピッと鳴り、LCD が消えるまで 

[POWER]スイッチを押し続けます。 

 

６．電池の装着及び電池の充電の仕方 
電池カバーを開け、電池の極性に注意して、 

３本とも新しい乾電池に交換します。 

１． テーパノズルがガス吸引口にしっかりと取り付けられていることを確認して下さい。 

２． フィルタケースを開けフィルタが汚れていないか確認して下さい。 

３． 電源を入れ、電池残量を確認して下さい。 

日常点検 

乾電池

※ ※リチウムイオン電池ユニット 
BUL-2012(オプション使用時) 
 
本体を充電器に挿入して 
充電します。充電が開始 
されると、充電確認用 
ランプが点灯(赤)します。 

乾電池カバー 

乾電池カバー 

固定レバー 

電池の 

極性表示

本体底部 

警報窓

ストラップ用穴

▲/AIR スイッチ

DISPLAY/ADJ スイッチ

ブザー放音口

ガス吸入口

ガス排出口 

POWER/ENTER
スイッチ

LCD 表示器

警報窓

赤外通信ポート

ストラップ用穴

警報窓

▼/SHIFT スイッチ

RESET/SILENCE
スイッチ

テーパノズル 

LCD 表示部 

フィルタケース 
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トラブルシューティング 

６ヶ月に１回以上の点検を行うことをお薦めします。 

ガス警報 


